
第９回ストーカー問題研究会（６月３日開催）では、共同通信の池谷孝司さんから、近著の取材にもと

づいたスクールセクハラの事例を中心に、支配欲や暴力性など、加害の根っこにあるものは何なのか、

被害の現状とその回復についてお話しいただきました。第 10 回研究会を下記のように企画しておりま

す。 

どうぞお誘い合わせのうえご参加ください。 

 

記 

  

第 10 回   龍谷大学ストーカー問題研究会  

「デートＤＶ・ストーカー対策のこれまでとこれから」	 
●報告●伊田広行さん● 

（ＤＶ加害者プログラム・ＮＯＶＯ（ノボ）運営者、 

神戸大学・立命館大学大学院先端総合学術研究科非常勤講師） 

 

●とき●2015 年７月７日（火）18：00 開始● 

●ところ●龍谷大学深草キャンパス 矯正・保護総合センター 至心館 1 階● 

デートＤＶを DV 防止法の対象にしない問題に関する論点、そして、ストーカー規制法と DV 防止法の整

理と統合についてお話しいただきます。 

 

●コメント●芝多修一さん（逗子ストーカー事件被害者遺族）● 

 

講師の紹介 伊田広行（イダ・ヒロユキ）さん：大学でジェンダー論等を担当するかたわら、各地でデート

ＤＶ（ストーカー）防止教育、ＤＶ加害者教育プログラム（ＮＯＶＯ 大阪）運営、自殺相談、労働相談、貧困

相談、男性相談などを行っている。 

 近著は『デートＤＶ・ストーカー対策のネクストステージ――被害者支援／加害者対応のコツとポイント』

（解放出版社）、『デートＤＶ/ストーカー蔓延の実態と背景――― ストップ！デートＤＶ ２』 （電子書籍、

Ｋｉｎｄｌｅ版、アマゾン）、『閉塞社会の秘密──主流秩序の囚われ』（アットワークス）、『続 デートＤＶ・ス

トーカー対策のネクストステージ』（DV 電子書籍 NO.2、Kindle 版、アマゾン)、『超リアルなストーカー対処

策を考える――ストーカーに対処するために知っておいたほうがいい、恋愛・別れの考え方と制度と法

律の使い方』（電子書籍 Kindle 版、アマゾン）、『ストップ！ デートＤＶ』『デートＤＶと恋愛』『<働く＞とき

の完全装備──１５歳から学ぶ労働者の権利』、『初めて学ぶジェンダー論』など。 

・・・・・・・．．．．．・・・・・・・．．．．．・・・・・・・．．．．．・・・・・・・ 

主催：文科省科学研究費補助金研究（基盤研究 B）「治療的司法論の理論的展望と日本的展開：当事者

主義司法の脱構築に関する学融的研究」（石塚班） 

共催：龍谷大学矯正・保護総合センター，文科省科学研究費補助金新領域研究(研究領域提案型)法と人

間科学「犯罪者・非行少年処遇における人間科学的知見の活用に関する総合的研究」（研究代表

者・石塚伸一）性犯罪ユニット 

問い合わせ 龍谷大学法科大学院 石塚伸一    E-mail: ishizuka@law.ryukoku.ac.jp 


